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【研究の背景・目的・内容】 

 

近現代のアメリカ文学において、生産的「自己意識」・「主体性」が構築され、あるいは崩壊している様を描く作品

を分析することを通して、近代国家における心の統治とそれに対する個人の葛藤、倫理的主体のあり方を問う。 

  

 

【応用例、研究の展望】 

 

例えば、ユダヤ系アメリカ作家ポール・オースターは、19世紀のアメリカの文豪（ポーやホーソーン）、ヨーロッパ

の作家（カフカ、ベケット、ボードレール）、またポストモダン思想（レヴィナスやデリダ）からの影響を強く受けて

いるが、さまざまな影響下からオースターの文学性がどのように構築されてきたかを考察している。 

 

 

【研究方法の特色】 

 

文学は「こころ」を表象するものとしてとらえ、哲学や心理学といった文学に近い領域の分野の理論を取り入れ

た考察を行っている。 

本研究関連 

特許・論文等 

・“The Death of the Other: A Levinasian Reading of Paul Auster’s Moon Palace” 
Modern Fiction Studies, vol. 54 (1) pp.115-139 

・『ジューイッシュ・コミュニティ：ユダヤ系文学の源泉と空間』 第7章：「ポール・オースターの『ブルックリン・フォ

リーズ』における遺産の継承―「引用」と「対話」が紡ぐジューイッシュ・コミュニティ―」 彩流社、２０２１年。 
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